	文教福祉委員会会議録　

	開会日
	平成２０年　６月１３日（金）午前　９時５９分

	閉会日
	平成２０年　６月１３日（金）午前１０時１２分

	場　所
	長久手町役場西庁舎２階第７・８会議室

	出席委員
	委員長　　原田秀俊
副委員長　　加藤和男
委　　員　　加藤　武　　　川本勝幸　　　木村さゆり
　　　　　　小池みつ子　　佐野尚人

	欠席委員
	な　し

	欠　員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	なし　　

	職務のため出席した者の職氏名
	議長　吉田日勝　　副議長　伊藤祐司
議会事務局長　岩松節明　　　主幹　水野　悟

	会議録
	別紙のとおり


　
別紙

委員長　　　　開会宣言、あいさつ
議長　　　　　あいさつ

委員長　　　　これより議事にはいります。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
意見書案第１号
委員長　　　　本委員会に付託されました、意見書案第１号後期高齢者医療制度（長寿医療制度）の見直しを求める意見書の提出について、提出者の小池みつ子議員からの説明を求めます。

小池委員　　　意見書案第１号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより意見書案第１号に対する質疑等を行います。

　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。ございませんか。

委員長　　　　現在国会では、参議院で後期高齢者医療制度の廃止法案が可決され、衆議院に送られましたが、民主党が提出した首相の問責決議案が参議院で可決されたのですが、審議がストップして国会の状況は継続審査となるようなことが報道されていました。この国会では決着がつかない状況だと思いますので、そのへんを踏まえて議論をしていただければいいのではないかと思います。みなさんの活発な質疑をお願いします。

木村委員　　　昨日、保険料最大９割軽減等の後期高齢者医療制度の改善策が決定されました。抜本的な見直しとありますが、今後どこをどのように見直すべきと考えこの意見書を提出されるのでしょうか。
小池委員　　　今、与党の方で案がまとめられて、見直し案というものがまとめられていますけど、まだまだそれは抜本的な見直しというものにはなっていません。９割ということをおっしゃいましたけど、今年度暫定的な軽減として７割軽減対象だった年収の人が10月から保険料を徴収せず８割５分軽減となるわけですけど、とりあえずそれは本年度だけの措置であるということ。80万円以下の人達が９割減となるのは９年度からということで、またその後負担が増える人もいる。暫定的な措置であることであったり、まだ抜本的な見直しにはなっていませんので、全体の方たちに将来的に確保されているものではありません。そういったことから今回出されている決定されていない案、それについても暫定的であるということで。小手先という言葉はよく言われますけど、表面的なものであって、もっとそれを根本的に考えていく必要があるということです。
木村委員　　　抜本的の抜本を辞書で調べましたところ、根本の原因を抜き取るとありました。再確認ですが、廃止の意味合いは全く含まれていないのでしょうか。

小池委員　　　根本的に抜本的な見直し、つまり根本的な原因から考えていかなければこの高齢者の医療制度について解決はしないと思います。本来この後期高齢者という言葉が大変国民の反感をもたれることになりまして、途中で長寿という言葉を使い始めましたけど、そもそも75歳で線引きをしてやるべきことなのかどうか、それからその医療費の財源、それがこのままで良いのか、そうすると結局医療費がどんどん膨れ上がっていくと、割合によって後期高齢者からの保険料１割ということですから、それも当然増えていきますから、その財源の問題など、そういうところでやはり抜本的に考えていかなければいけないのではないかと思います。
木村委員　　　再確認ですが、廃止の意味合いは全く含まれていないということでいいですね。

小池委員　　　私が廃止するとか、そういうことでなく国に対して抜本的に見直しをしてくださいと言ってることですから、それが抜本的な見直しということが制度を本当に見直すと、根本から見直すということで、廃止とかということは、私は一言も言っていません。
委員長　　　　他にございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。

続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

木村委員　　　公明党といたしましては、５月12日政府与党連絡会議の席上、長寿医療制度が高齢者の医療を守るべきの改革であったはずが、その趣旨がよく伝わってないと指摘、２回目の年金からの保険料天引までに集中点検し、運用面での改善をしていきたいと主張、５月28日太田代表は全国の地方議員から寄せられた同制度に対する現場の声をまとめ、舛添厚生労働大臣に同制度の運用面での改善を求める申し入れを行いました。与党公明党医療制度プロジェクトチームは６月３日所得の少ない方の保険料軽減を７割から９割に拡大することを柱とした改善策で合意し、６月４日政府に申し入れ昨日同制度の改善策が決定されたところでございます。今後の検討課題といたしまして、保険料軽減措置の収入基準を世帯単位から個人単位に見直すべきことなど、財源を含め検討し早急に結論を出すとの状況であります。よって推移を見守るべきとの立場から後期高齢者医療制度の見直しを求める意見書に賛成しかね反対討論とさせていただきます。
委員長　　　　他にございませんか。ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。意見書案第１号後期高齢者医療制度（長寿医療制度）の見直しを求める意見書の提出について原案のとおり賛成の委員の挙手を求めます。

挙手多数であります。よって意見書案第１号については原案のとおり可決することに決しました。　　
　　　　次に、閉会中の継続調査についてお諮りいたします。

　　　　　　委員のお手元に配布してあります継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査したいと思いますが、ご異議ありませんか。

　　　　　　（異議なしの声あり）

　　　　　　　ご異議ないものと認めます。継続調査申出事件一覧表を私から議長に申し出ておきますから、ご了承願います。

なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任していただけますか。
（異義なしの声あり）

ご異議ないようですのでそのように取り計らいさせていただきます。以上で文教福祉委員会を終了いたします。

午前１０時１２分閉会
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２０年６月１３日

文教福祉委員会委員長　　原田秀俊
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